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国税庁が1日発表した2020年分の路線価（1月1日時点）で、静岡県内の
標準宅地は平均で前年比0.4%下落した。12年連続でマイナスとなったもの
の、にぎわいを取り戻した地域もみられ、下落幅は4年連続で縮小した。

ただ今後は高齢化や人口減に加え、コロナ禍もあり先行き不透明感は高ま
りつつある。

静岡県熱海市の熱海駅前の商店街の1つ「平和通り」（熱海市田原本町）。
路線価は1平方メートル当たり25万5000円と前年比8.5%上昇した。県内13
税務署それぞれの最高路線価で伸び率は最も高かった。

熱海市はこの数年、日帰り旅行需要や若年層を取り込み、にぎわいを見せ
ている。
中心部では熱海駅ビル「ラスカ熱海」が16年に開業するなど、商業施設や
飲食店のオープンも相次いだ。
路線価の上昇は好調な商況を映している。

各税務署の最高路線価をみると、上昇した
のは6地点で前年と同じだったが、下落は
2地点減ってゼロだった。
路線価が最も高かったのは静岡市葵区
紺屋町（紺屋町名店街呉服町通り）で、0.8%
上昇の121万円。
県内トップは41年連続だ。
浜松市での最高地点は中区砂山町
（浜松駅前通り）で、98万円と1.0%上昇した。
いずれも繁華街で人通りが多い。

藤枝市前島1丁目（3.4%上昇）や静岡市清水区草薙1丁目（2.8%上昇）は駅
周辺の整備もありマンションが増えている。
前年にマイナスだった島田市や掛川市は横ばい。
駅前としては安く底値感も出つつある。



2020年7月10日から法務局での自筆証書遺言保管制度がスタートしました。
自分で書いた遺言書を法務局が預かってくれる制度です。
この制度を利用するメリットは２つあります。

１つめは保管の安全性です。法務局で遺言を保管しますから自宅よりも紛失、
破損、汚損のおそれが少ないでしょう。

２つめは検認が不要になることです。検認は裁判所が遺言の状態を確認する
証拠保全の手続きです。これをしないと不動産等の名義変更や預貯金の引
き出しが進められません。検認手続は相続人にとって手間のかかるものです。

これまで遺言を確実に残す方法として公正証書遺言を利用する必要がありま
したが、この制度を利用することで自分で書いた遺言書を法務局に持ち込む
だけで遺言が確実に残せるようになりました。
自筆証書遺言保管制度を利用するには、法務局に予約する必要があります。

・熱中症による死
亡者数は真夏日
（30℃）から増加
※35℃を超える日
は特に注意！！

・熱中症による
死亡者の約8割が
高齢者！

・高齢者の熱中症
は、半数以上が
自宅で発生！


